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が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
に
続
き
、
来
賓
の
伊
藤
市
長
、
五
泉
市
議

会
議
長
林
様
、
新
潟
県
議
会
議
員
澤
野
様
、
小
島
様
、

新
津
公
共
職
業
安
定
所
長
今
泉
様
よ
り
ご
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

来
賓
の
方
々
が
退
場
さ
れ
た
後
、
議
長
に
渡
辺

隆
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、
定
足
数
の
報
告
後
、
次
第
に

基
づ
き
議
事
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
第
一
号「
平
成
三
十
年
度
収
支
補
正
予
算
」、

報
告
第
二
号「
令
和
元
年
度
事
業
計
画
」、
報
告
第

三
号「
令
和
元
年
度
収
支
予
算
」に
つ
い
て
事
務
局

よ
り
説
明
が
あ
り
、
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
旨
を
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、
第
一
号
議
案「
平
成
三
十

年
度
事
業
報
告
」、
第
二
号
議
案「
平
成
三
十
年
度

決
算
報
告
」及
び「
監
査
報
告
」、
第
三
号
議
案「
役

員
の
選
任
」に
つ
い
て
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
原
案

ど
お
り
満
場
一
致

で
承
認
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

選
任
さ
れ
た

新
役
員
の
熊
倉
さ

ん
が
紹
介
さ
れ
、

そ
の
後
、
伊
藤
副

理
事
長
の
閉
会
の

あ
い
さ
つ
で
総
会

は
終
了
し
ま
し

た
。

〈
二
十
年
表
彰
十
三
名
〉（
敬
称
略
）

　

伊
藤
サ
チ
子　

石
黒　

ク
ミ　

樋
浦　

三
男

　

斉
藤
ハ
ル
ミ　
尾
野
間
フ
ミ
エ　

中
山　

良
雄

　

江
口
シ
ゲ
子　

石
黒　

静
子　

倉
地　

孝
夫

　

松
尾
フ
ミ
イ　

藤
塚
イ
ツ
子　

羽
田　

正
男

　

二
宮　

新
咲

〈
十
年
表
彰
二
十
六
名
〉（
敬
称
略
）

　

竹
村　
　

進　

松
田　
　

宏　

岩
野　

良
雄

　

滝
沢　

キ
ソ　

佐
々
木
力
雄　

齊
藤　

英
市

　

布
施　

和
夫　

村
川　

昭
三　

加
賀
美
和
美

　

渡
辺　

廣
子　

田
巻　

岩
雄　

佐
藤　

精
一

　

笠
原　

正
夫

　

渡
辺　

広
義

　

秦　
　

秀
二

　

田
巻　
　

理

　

熊
倉　

和
子

　

権
平
美
津
子

　

五
百
川　

治

　

加
藤　

節
男

　

塚
野　

春
子

　
五
十
嵐
ケ
イ
子

　

蒲
沢　
　

威

　

星　

美
知
子

　

渡
辺　
　

進

　

滝
沢　

国
栄

令
和
元
年
度 

会
員
表
彰
者

五
月
三
十
一
日（
金
）、
五
泉
市
福
祉
会
館
に

お
い
て
出
席
会
員
一
六
〇
名
、
委
任
状
の
提
出
者

三
七
〇
名
、
合
計
五
三
〇
名
の
も
と
、
定
時
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
布
施
理
事
長
よ
り
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

続
い
て
表
彰
規
程
に
基
づ
き
、
永
年
会
員
二
十
年
表

彰
者
十
三
名
、
十
年
表
彰
者
二
十
六
名
の
表
彰
が
行

わ
れ
、
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞

者
を
代
表
し
て
二
十
年
表
彰
会
員
の
樋
浦
三
男
さ
ん

令
和
元
年
度 

定
時
総
会
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七
月
十
八
日
（
木
）
に
安
全
・
適
正
就
業
推
進
委
員
三
名
で
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
工
場
の

敷
地
や
個
人
宅
で
作
業
中
の
会
員
に
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
や
飛
び
石
防
止
の
注
意
、
熱
中
症
対
策
な
ど
、

細
か
く
確
認
・
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
い
つ
に
な
く
蒸
し
暑
い
日
で
し
た
が
、
会
員
の
皆
さ
ん
は
一
つ
一
つ
改
め
て
作
業
着
の
点

検
や
機
械
の
具
合
を
確
か
め
て
い
ま
し
た
。

植木剪定作業

◆
◆
◆ 

安
全
は
普
段
か
ら 

◆
◆
◆

六
月
二
十
五
日

（
火
）、
新
潟
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
の
安
全
・
適

正
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル

指
導
員
が
来
訪
し
、

令
和
元
年
度
安
全
・

適
正
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
二
カ
所
の
作
業
現
場
を
訪
れ
、
確
認
事
項

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
基
づ
き
安
全
確
認
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
、
安
全
を
心
掛
け
作
業

す
る
よ
う
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
◆
◆
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
◆
◆
◆

安全・適正就業推進委員による安全パトロール
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時
代
の
変
化
の
中
で
、
過
去
に
は
許
さ
れ
て
い

た
行
為
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
可
能
性
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
と
は
、
本
人
に
そ
の
つ
も
り
が
な
い
場
合
で
も
、

相
手
を
傷
つ
け
た
り
、
苦
痛
を
与
え
た
り
、
不
利

益
を
感
じ
さ
せ
る
発
言
や
行
動
で
す
。

お
客
様
は
も
ち
ろ
ん
、
組
織
内（
会
員
や
職
員
）

で
も
言
葉
遣
い
に
は
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

本
年
四
月
一
日
か
ら
働
き
方
改
革
関
連
法
が
施

行
さ
れ
、
年
次
有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得
や
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
の
導
入
な
ど
様
々
な
労
働
に

対
す
る
規
制
が
強
化
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
法

改
正
に
対
応
し
た
規
則
等
の
改
正
な
ど
、
法
律
の

遵
守
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
労
働
時
間
に
つ
き
ま
し
て
も
、
始
業
・

就
業
時
間
の
管
理
や
休
憩
時
間
の
確
保
な
ど
日
々

時
間
管
理
を
行
う
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

緊
急
な
要
件
以
外
は
お
昼
休
み
な
ど
職
員
が
休
憩

時
間
を
確
保
で
き
る
よ
う
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま

す
。 ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

働
き
方
改
革
に
ご
協
力
を

五泉地区
地域№ 班長氏名 担当地域 地域№ 班長氏名 担当地域
501010 河内　正巳 横町、本町１ 503140 吉田　　仁 曙町、五十嵐新田、川瀬
501030 藤塚三四四 南本町 503150 落合　義春 木越
501040 長井　慶一 吉沢、駅前 504160 長谷川義一 三本木
501050 佐藤　正弘 寺沢 504170 金子　　勲 船越、羽下、下条
501090 安中十四光 能代、二ツ柳、今泉、町屋 504180 松田　宏※ 水島町
502020 夏井　兼策 本町５、６ 505190 五十嵐利英 菅出、大須郷、大蔵、柄沢、不動堂
502060 菊地　明男 泉町、宮町、本町２～４、馬場町、錦町 505200 中川　修※ 中川新
502070 夏井　芳一 東本町、旭町、郷屋川 505210 小日山卓二 土堀、猿和田、四ツ屋新、赤羽、東栄町、東四ツ屋
502080 赤澤　隆三 伊勢の川、北五泉駅前 506220 田代　政之 丸田、山崎、小熊
502100 今井　哲男 土深、石倉、五泉（中野） 506230 伊藤　秀栄 橋田、尻上、西四ツ屋
503110 渡部　孝明 赤海１、緑町 507240 井野元　守 馬下
503120 河合　敏彦 赤海２ 507250 権平　孝男 笹堀、小流、尾白、荻野島
503130 佐藤輝代司 太田、赤海（善願） 507260 齋藤　一良 論瀬、一本杉、高山

村松地区　
地域№ 班長氏名 担当地域 地域№ 班長氏名 担当地域
511510 小出　秀夫 大蒲原、牧、高松、上野 512600 山田　雄晃 日の出町、愛宕、八幡
511520 剱 修 寺田、南田中、青橋、刈羽 513580 鶴巻　松一 春日、新道、御徒士町
511530 渡辺　徳三 中野橋、笹野町、長橋、中名沢、千原 513590 小林　　晃 仲丁、新丁、城下
511540 安中　建夫 十全、戸倉 513610 加藤　節男 本田屋、宮野下、木越
512550 落合　秀夫 矢津、矢津川、阿弥陀瀬、夏針、番坂 513620 榎本　清一 石曽根
512560 酒井　武夫 川内、暮坪、笹目 513630 田中純三※ 小新保、新田町、秋葉町、若葉町
512570 浦澤　正邦 寺町、新町、城町、学校町

●●地域班長が替わりました●●

自分の班の班長を確認しておきましょう！！

変更した人には※が付いています。
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五
月
十
五
日（
水
）、
五
泉
自
動
車

学
校
に
て
三
十
一
名
の
参
加
に
よ
る

安
全
運
転
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
講
話
、
視
野
・
動
作
視
力
、

運
転
技
能
講
習
な
ど
、
大
変
有
意
義

な
講
習
会
で
し
た
。
と
か
く
昨
今
高

齢
者
の
運
転
が
社
会
問
題
化
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
誠
に
残
念
で
す
。
油
断

を
排
し
、
絶
対
に
事
故
に
遭
わ
な
い
、

起
こ
さ
な
い
と
心
に
決
め
て
運
転
を

し
た
い
も
の
で
す
。

こ
の
道
路
に
書
か
れ
て
い
る
◇
の
マ
ー
ク
は
何
で
す
か
？

答
え
は
最
後
の
ペ
ー
ジ
で
す
。

高
齢
者
活
躍
人
材
育
成
事
業
と
し
て
庭
木
の
冬
囲
い
講
習

（
基
礎
）が
あ
り
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
と

し
て
、
お
仕
事
に
就
く
た
め
の
技
能
講
習
で
す
。
庭
木
の
冬

囲
い
の
基
礎
を
講
義
と
実
技
で
学
び
ま
す
。

講
習
期
間　

９
月
11
～
13
日　

計
３
日
間

受
講
条
件　

①
60
歳
以
上
の
方

　
　
　
　
　

②
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

　
　
　
　
　
　

お
仕
事
し
た
い
方

　
　
　
　
　
　

※
既
に
会
員
の
方
は
受
講
で
き
ま
せ
ん

　
　
　
　
　

③
全
日
程
出
席
で
き
る
方

申
込
み
用
紙
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

皆
様
の
お
友
達
や
お
知
り
合
い
の
方
に
声
を
掛
け
て
く
だ

さ
い
。
一
緒
に
働
く
仲
間
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
！

安
全
運
転
講
習
会



シルバー五泉令和元年 8月 10 日 （6）

傷害・賠責事故発生状況
【傷害事故】� 平成30年11月1日以降　令和元年5月31日現在
なし
【賠責事故】
事故発生
月 作業内容 損害部分 事故の概要

H30
1月 宿直業務 電話子機

破損
行事終了後に焚火の火を早く消そうと
スコップで作業中、ポケットに入れてい
た電話子機を火に落とし破損させた。

R01
5月 草刈り フロントガラス

破損
草刈り作業中、石を跳ね、車のフロン
トガラスを破損させた。

　

今
年
は
春
か
ら
高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
連
日
報
道
さ
れ
る
事
故
内
容
を
見
て

み
ま
す
と
、
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル
の
踏
み
間
違
い

や
逆
走
が
多
い
と
い
う
状
況
で
す
。
こ
れ
か
ら
暑
く

な
る
と
疲
労
が
溜
ま
り
や
す
く
注
意
力
が
散
漫
し
、

交
通
事
故
の
引
き
金
と
な
り
ま
す
。
私
た
ち
シ
ル
バ

ー
会
員
も
就
業
中
や
、
日
常
の
生
活
で
車
を
運
転
す

る
機
会
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
安
全
運
転
に
心
掛

け
、
無
事
故
で
夏
を
乗
り
切
り
た
い
も
の
で
す
。

（
広
報
委
員
一
同
）

答
え
（
先
に
横
断
歩
道
あ
り
）

　

十
月
二
十
六
日（
土
）、
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
・
マ

リ
エ
ー
ル
で
創
立
30
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
ま

す
。
振
る
っ
て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

◇
採
用（
四
月
一
日
付
）

　

こ
れ
か
ら
事
務
局
の
一
員
と
し
て
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
だ
よ
り

配分金振込予定日
令和元年

8 月 23 日（金）
9 月 25 日（水）

10 月 25 日（金）
11 月 25 日（月）
12 月 25 日（水）

令和 2 年
1 月 24 日（金）
2 月 25 日（火）
3 月 25 日（水）

事業実績及び会員数の前年比較〈6月末〉
【派遣】	 【請負・委任】 【会員数】
区　分 令和元年度 平成30年度 区　分 令和元年度 平成30年度 ■ 会員数660人

令和元年6月末

■ 男性：446人
■ 女性：214人

受託件数 98件 99件 会 員 数 660人 664人
就業実人員 109人 107人 受託件数 1,645件 1,658件
就業延日人員 2,884人日 3,022人日 就業実人員 419人 434人

契
約
金
額

公 共 12,865,341円 12,891,164円 就業延日人員 14,428人日 14,223人日
民 間 4,659,248円 5,164,880円

契
約
金
額

公 共 35,769,168円 35,105,157円
計 17,524,589円 18,056,044円 民 間 21,383,131円 19,980,116円

一般家庭 11,140,032円 11,753,100円
計 68,292,331円 66,838,373円

男性
68％

女性
32％

全国統一安全就業スローガン　平成 29 年度〜令和元年度

事故防止、急ぐな、あせるな、気を抜くな
事故防止に
努めましょう

創
立
30
周
年
記
念
式
典
開
催

編
集
後
記

職 

員 

紹 

介
主 

事
　
木
村
　
絵
利


